
　

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

下
田
版
ネ
ウ
ボ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前

ま
で
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
・
発
達
の
支
援
を
中
心
と
し
て
、

保
護
者
で
あ
る
母
親
や
父
親
な
ど

家
族
全
体
の
心
身
の
健
康
サ
ポ
ー

ト
を
含
め
た
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
る

前
の
市
民
の
健
康
的
な
生
活
を
守

る
各
種
予
防
対
策
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
検
証
を
行
い
、
改
善
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
に
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※

次
ペ
ー
ジ
以
降
、
平
成
28
年
度

　

の
主
要
施
策
を
第
４
次
下
田
市

　

総
合
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
っ

　

て
紹
介
し
ま
す
。

の
目
標
を
設
定
し
、
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環

の
実
現
に
向
け
て
、
一
億
総
活
躍

国
民
会
議
が
取
り
ま
と
め
た
「
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て

緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
等
」
に

お
い
て
、
消
費
喚
起
・
安
心
の
社

会
保
障
に
対
応
す
る
「
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
、

地
方
創
生
の
本
格
展
開
を
図
る
取

組
な
ど
、
平
成
27
年
度
３
月
補
正

に
お
い
て
、
国
の
補
正
予
算
に
対

応
す
る
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

平
成
28
年
度
予
定
事
業
の
一
部
を

前
倒
し
す
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の

な
い
予
算
執
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
合
戦
略
で
は
４
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

「
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
広
範
囲
に
本
市
の
情
報
を
発

信
す
る
事
業
等
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

目
標
１
「
下
田
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

　

向
上
の
た
め
の
観
光
づ
く
り
」

目
標
２
「
下
田
の
魅
力
を

　

活
か
し
た
交
流
産
業
づ
く
り
」

目
標
３
「
下
田
の
未
来
に　
　
　

　
　
　
　

つ
な
げ
る
人
づ
く
り
」

目
標
４
「
下
田
に
暮
ら
し　
　
　

　
　

続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」

予
算
編
成
の

　
　

基
本
的
な
考
え
方

問合せ先　企画財政課財政係　☎㉒３９１１

　３月定例市議会において市長が表明した平成 28年度の市政運営

の基本となる考え方、施政方針と予算概要について紹介します。

　

本
市
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復

傾
向
に
あ
り
、
平
成
26
年
度
決
算

に
お
け
る
歳
入
で
は
市
税
が
増
加

し
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
関
連
経

費
が
増
加
し
た
も
の
の
、
公
債
費

が
大
き
く
減
少
し
た
た
め
、
一
般

会
計
の
経
常
収
支
比
率
は
86
・
４

％
と
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
４
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
歳
入
で
市
税

収
入
や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
地
方
交

付
税
の
減
額
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
歳
出
で
は
、
社
会
保
障
関

連
経
費
な
ど
の
更
な
る
増
加
へ
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
徹
底

し
た
歳
出
の
ス
リ
ム
化
と
歳
入
の

確
保
を
継
続
し
、
安
定
的
か
つ
健

全
な
財
政
基
盤
を
確
立
、
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

健
全
な
財
政
を
維
持
し
つ
つ
政

策
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

平
成
28
年
度
予
算
編
成
の
重
点
事

業
を
「
観
光
振
興
・
経
済
活
性
化

事
業
」
及
び
「
防
災
・
安
全
対
策

事
業
」
と
定
め
、
下
田
市
版
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
、

既
存
事
業
を
再
検
討
す
る
と
と
も

に
、
経
常
経
費
は
対
前
年
度
90
％

平成 28 年度
施 政 方 針
予 算 概 要

「
下
田
市
将
来
人
口 

ビ
ジ
ョ
ン
」

「
下
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　

創
生
総
合
戦
略

市議会３月定例会での市議会３月定例会での
楠山市長楠山市長
市議会３月定例会での
楠山市長

【美しい環境づくりについて】　住宅用太陽光発電

システムへの助成、景観まちづくりの推進を図る

とともに、違反広告物の除却や指導に取り組む。

産業廃棄物の処分については処分場への立入調査

の実施など、厳正な監視と行政指導を行う。

【身近な生活環境づくりについて】　公共下水道事

業の経営健全化に向け、今年度から３か年をかけ

て地方公営企業会計の導入を行い、今後必要とな

る費用の平準化や、使用料の適正化を進める。都

市公園については、下田公園入口にある公衆トイ

レの改修、敷根公園のトイレの洋式化及び健康広

場の改修を実施。市営住

宅は適正な維持管理に努

めるとともに、改修・解

体等の詳細スケジュール

を検討。

１．美しいまちづくり

育資金利子補給事業、就学奨励金の給付事業に加

え、児童・生徒の郷土を愛する心を育成する「体

験プログラム事業」への助成を実施するとともに、

「英語力向上プロジェクト」事業を展開する学校へ

の助成を実施。学校再編整備については、関係者

の声を聴きながら、早期の実現を目指す。

【自ら学ぶ人づくりについて】　公民館については、

地域住民に説明と協議を行い、統廃合を推進。国

指定重要文化財大日如来坐像の修復及び収蔵庫の

改修に対して助成。地域のスポーツ活動の機会を

創出するとともに、スタンドアップパドルボード

などのマリンスポーツの普及、それらを通し、世

代を超えた交流と健康づくりに努める。

【未来の人づくりについて】　就学前教育について

は、保育所、幼稚園、認定こども園の交流や連携

を通じて、充実に努める。学校教育については教

２．人が輝くまちづくり

【元気なまちづくりについて】　稲梓地区では中山

間地域等直接支払制度を利用した集落での共同取

組作業を継続。有害鳥獣被害対策については、補

助事業も活用して被害の軽減に努める。稚貝、稚

魚の種苗放流事業に助成し、安定供給を推進。観

光振興については、各種観光イベントを実施する

とともに、下田の魅力向上、情報発信に取り組む。

商工業については、「下岡蓮杖プロジェクト」を展

開し、写真ブームを取り込んだ誘客や情報発信、

「地域おこし協力隊」制度の活用、下田商工会議所

青年部が制作したマスコットキャラクター「ぺる

りん」によるＰＲ等、地域力向上に努める。中小

企業の金融施策については、小口資金融資への利

子補給、中小企業の資金繰り対策等の支援を実施。

【交流を促す基盤づくりについて】　伊豆縦貫自動

車道河津下田道路のⅠ期区間では、地元説明会を

開催し、用地交渉を進め、Ⅱ期区間でも、下田市

側における用地交渉を進める。避難港である下田

港は、外防波堤整備事業が進められており、更な

る事業推進の要望活動を行う。地域公共交通会議

については、交通網の再編を目指し、地域の実情

に合わせた交通体系を検討する。

３．活力あるまちづくり

主要な施策とその取組
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